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	応用
	抗原情報
	背景
	ナチュラルキラー（NK）細胞は、特定の腫瘍細胞やウイルス感染細胞を、事前の活性化なしに溶解させることができるリンパ球です。また、特異的な体液性免疫および細胞性免疫を調節することもできます。NK細胞は、NK細胞機能の調節に関与することが示唆されている複数のカルシウム依存性（C型）レクチンを優先的に発現します。NKG2遺伝子ファミリーは、NK細胞で優先的に発現する複数のC型レクチン遺伝子を含む領域であるNK複合体内に位置しています。この遺伝子はNKG2ファミリーのメンバーをコードしています。コードされている膜貫通タンパク質は、II型膜配向（細胞外C末端を持つ）とC型レクチンドメインの存在を特徴とします。 MHCクラスI鎖関連Aタンパク質およびBタンパク質、UL-16結合タンパク質など、多様なリガンドファミリーに結合し、リガンド-受容体相互作用により代替産物の活性化を引き起こす。多くのアイソフォームが産生される。機能：MICA、MICB、ULBP1、ULBP2、ULBP3（ULBP2>ULBP1>ULBP3）、ULBP4の受容体。NK細胞および一部の細胞傷害性T細胞によるMHCクラスI HLA-E分子の認識における受容体としての役割を担う。Tリンパ球およびBリンパ球による免疫監視に関与する。その他：マウスおよびヒトのNKG2D受容体には、構造的に異なるリガンドファミリーが同定されている。これらは相同遺伝子である可能性がある。オンライン情報：NKG-2D。類似性：C型レクチンドメインを1つ含む。サブユニット：ホモダイマー。DAP10と相互作用する。 NKG2D細胞表面発現にはDAP10との相互作用が必要である。,組織特異性：ナチュラルキラー細胞。新鮮分離PBMC由来のほぼ全てのCD56+CD3- NK細胞に発現する。γ-δ細胞およびCD8+ α-βT細胞にも検出される。インターフェロン産生キラー樹状細胞（IKDC）にも発現する。,
	研究分野
	ナチュラルキラー細胞を介した細胞傷害性;
	画像データ
	

	KLRK1抗体のウェスタンブロット解析。右レーンはKLRK1ペプチドでブロッキングされている。
	

	CD314ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

